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巻 頭 言

　

今
、
わ
が
国
経
済
は
、
失
わ
れ
た
30
年
と
も
言
わ
れ
る

低
成
長
・
デ
フ
レ
経
済
か
ら
脱
却
す
る
重
要
な
転
換
点
を

迎
え
て
お
り
、
持
続
的
な
賃
上
げ
と
活
発
な
投
資
に
よ
る

成
長
型
経
済
の
実
現
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

機
を
同
じ
く
し
て
、
神
戸
は
、
あ
の
未
曽
有
の
被
害
を

も
た
ら
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年
の
節
目
を
迎

え
ま
し
た
。
創
造
的
復
興
に
取
り
組
ん
で
き
た
神
戸
を
次

の
一
歩
先
へ
と
進
め
る
た
め
、
神
戸
商
工
会
議
所
は
次
の

3
つ
の
分
野
に
重
点
を
置
き
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
一
は
「
中
小
企
業
の
成
長
支
援
」
で
す
。

　

資
金
繰
り
支
援
な
ど
の
経
営
相
談
は
も
と
よ
り
、
価
格

転
嫁
や
取
引
適
正
化
の
後
押
し
、
若
者
や
外
国
人
材
な
ど

多
様
な
人
材
確
保
・
活
用
の
推
進
に
注
力
し
、
伴
走
型
支

援
、
事
業
承
継
・
再
生
を
含
め
た
総
合
的
な
経
営
サ
ポ
ー

ト
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
人
材
の
確
保
に
向
け
て
優
れ
た
技
術
や
現

場
を
紹
介
す
る
“
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
”
や
、
災
害

や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
な
ど
不
測
の
事
態
に
備
え
た
事
業
継
続

計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
策
定
支
援
な
ど
経
営
力
強
化
に
向
け

た
取
り
組
み
も
進
め
ま
す
。

　

第
二
は
「
変
化
・
変
革
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
」
で
す
。

　

企
業
の
“
変
化
・
変
革
”
に
は
、
外
部
の
知
恵
や
技
術

を
活
用
し
な
が
ら
、
と
も
に
新
し
い
も
の
を
創
り
出
し
て

い
く
“
共
創
”
と
い
う
考
え
方
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

専
門
人
材
の
不
足
が
課
題
と
さ
れ
る
デ
ジ
タ
ル
化
・
Ｄ

Ｘ
の
推
進
に
お
い
て
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
を
は
じ
め
と
す
る

人
材
育
成
や
能
力
再
開
発
に
取
り
組
む
中
小
企
業
を
後
押

し
す
る
と
と
も
に
、
専
門
家
と
連
携
の
も
と
各
企
業
の
生

産
性
向
上
・
業
務
改
革
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
末
、
地
元
企
業
の
新
規
事
業
企
画
や
協
業
促

進
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
支
援
を
目
指
し
、
2
つ
の
新
た

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
変

革
へ
の
挑
戦
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を
後
押
し
し
、
各

企
業
の
成
果
創
出
は
も
と
よ
り
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創

造
に
も
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
神
戸
医
療
産

業
都
市
や
水
素
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
神
戸
構
想
と
い
っ
た
最

先
端
の
産
業
集
積
を
生
か
し
、
特
色
あ
る
企
業
の
誘
致
・

育
成
に
も
関
係
機
関
と
と
も
に
注
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
三
は
「
交
流
人
口
拡
大
、
都
市
機
能
強
化
」
で
す
。

　

こ
の
春
に
は
大
阪
・
関
西
万
博
が
開
幕
し
、
神
戸
空
港

に
は
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
就
航
し
ま
す
。
国
内
外
か
ら

よ
り
多
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
観
光
の
来
街
者
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
機
に
改
め
て
、
滞
在
型
国
際
観
光
都
市
の
実
現
を

図
る
べ
く
、
神
戸
の
魅
力
発
信
は
も
と
よ
り
、
広
域
周
遊

の
促
進
や
潜
在
需
要
・
経
済
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
る

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
機
能
強
化
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
再

整
備
の
検
討
も
急
が
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
促
進
と
あ
わ
せ
て
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け
て
一
段

と
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

震
災
30
年
の
今
年
は
、
神
戸
に
お
い
て
過
去
か
ら
現
在
、

未
来
を
つ
な
ぐ
結
節
点
、
極
め
て
重
要
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
先
人
た
ち
の
復
興
へ

の
思
い
や
尽
力
を
改
め
て
胸
に
刻
み
、
会
頭
就
任
以
来
掲

げ
て
い
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
行
き
た
い
、
住
み
た
い
、
働
き

た
い
、
一
歩
先
を
行
く
元
気
な
神
戸
」
の
実
現
に
向
け
て

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
お
力
添

え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

行きたい、住みたい、働きたい、
一歩先を行く元気な神戸へ
─震災30年 過去・現在・未来をつなぐ結節点─

神戸商工会議所　　　　　　　　
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